
 

ほけんだより ８月号 

本格的な夏です。たくさん汗をかくと体力を消耗します。食欲も落ちやすい季節ですが、たくさん 

食べてしっかりと休息をとり、体調の変化に気をつけながら元気に夏を楽しみましょう。 

 小さな子どもは、大人よりも暑さの影響を強く受けます。

というのは、強い日差しの照り返しで、地面に近づくほど 

気温が高くなるためです。気象予報などで発表される気温

は、地上から150 ㎝の高さで測っていますが、気温32.3度の

とき、50 ㎝の高さでは35度超、5 ㎝の高さでは36度超。 

ベビーカーに乗っている子どもはかなりの暑さにさらされて

いるのです。 
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 体温の調節機能が十分発達していないにも 

かかわらず、代謝が活発な乳児・幼児は、脱水

を起こしやすいので、特に注意が必要です。 


